
■義援金15,113円を
　熊本県へ送金しました
当センターで募っていた熊本地震への義援金につい
て、５月末までに 15,113 円が集まりました。みな
さまのご厚意と合わせ、全額が被災者支援に使用さ
れる熊本県義援金専門口座へ送金しました。ご協力
ありがとうございました。

■平成２７年度きらめき補助金事業、市民協働
　事業の報告会がそれぞれ開催されました
去る６月１１日にきらめき補助金（市民活動応援補助
金）事業、７月２日に市民協働事業の報告会がそれ
ぞれ行われました。平成２７年度に実施された事業
についてそれぞれ実績が発表され、選考委員、審
査委員を交えて意見交換されました。市民協働事業
の報告会は今回より当センターの市民活動交流カ
フェとして実施、多くの方に参加いただきました。

■市民協働市場（事業提案会）のお知らせ
平成２９年度の市民協働事業について提案と審査が
行われる市民協働市場が９月に開催されます。事業
提案は誰でも傍聴できますので、関心のある方はご
参加ください。

開催日：９月２５日（日）
場　所：市役所３１５会議室
問い合わせ：0467-70-5640（綾瀬市市民協働課）

■「夏のチャレンジボランティア体験」開催中
去る７月１９日より、１７団体が受け入れている夏の
チャレンジボランティア体験を開催しています。９月
１１日までの１９事業を体験でき、すでに高校生を
中心に多くの方から応募がありました。一般の方の
参加も歓迎していますので、詳細については当セン
ターまたはホームページでご確認ください。知らな
かった綾瀬の一面を発見する機会にもなります。

■「市民活動交流カフェ」開催のご案内
８月に市民活動交流カフェを開催します。今回のテー
マは農産物です。旬菜みのりファームの比留川実代
表をお招きし、綾瀬産の野菜や果物について紹介し
てもらいます。詳細は以下のとおり。参加を希望さ
れる方は当センターまで連絡ください。
日　時：８月２４日（水）18:30 ～20:30
場　所：中央公民館２階小会議室
対　象：市民活動団体所属の方、市内在住・在勤・
　　　　在学の方
定　員：３０名（先着順）
参加費：２００円

■パソコン＆ポスタープリンター講習会
毎月最終土曜日、パソコンの基礎的な操作や当セン
ターにあるポスタープリンターの利用方法の講習会
を開催します。
日　時：８月２７日、９月2４日、１０月２９日
　　　　（いずれも1４:00 ～1６:00）
対　象：登録団体所属、もしくは公益活動をしている方
定　員：５名（要予約）
参加費：100円
場　所：市民活動センターあやせ

※パソコン講習、ポスタープリンター講習を同日開催
　します。両講習合わせて５名の定員となっており、
　両方への参加はできません。

市民活動センター市民活動センター
よりお知らせあやせよりお知らせあやせ

未来を担う子どもたちにできることを始めよう

― 子どもの成長を手助けする綾瀬の市民活動 ―
生活形態の変化などにより、子育て支援への関心が高まっています。

綾瀬でも多くの取り組みが進められていますが、
今回は子どもの成長に寄与する活動を紹介します。

　２００１年に発足した地球チャイルドは、海老名
市のカルチャーセンターで講座を持っていた松本俊
雅代表が当時の受講者とともに綾瀬市で立ち上げ
た団体です。市内に田んぼと畑を借り、自然と触
れ合う場を子どもたちに提供しています。「五感で
感じながら自然を楽しんでもらい、地球を大好きに
なってほしい」と松本代表は言います。
　地球チャイルドでは、田植えや稲刈り、サツマイ
モ掘りなどの農業体験に加え、野草の採取と試食、
豆腐やソーセージづくり、藍の生葉染体験を企画し
ています。また、化石採掘や相模川の水質調査な
ど、市外にも足を運んで活動しています。毎月企画
しているさまざまな体験には、市内だけでなく市外
や県外からの参加者も多いそうです。

地球を大好きになって地球を大好きになって

地球チャイルド

　松本代表によると、参加させた親やボランティア
体験に来た学生がスタッフとなって活動をサポート、
成長して手伝いに来る子どももいるとのことでした。
「ある本で『子どもたちは未来からのお客様』とい
う言葉を見つけ、なるほどと思いました。大人へと
成長していく中で、子どもたちに地球のすばらしさ
を伝えていきたい」と話していました。
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TEL＆FAX ：
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登録団体数 ：
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１３５団体（２０１６年０８月現在）

〒252-1103 綾瀬市深谷 3838中央公民館内

※ホームページもあります。
　「市民活動センターあやせ」で検索してください。
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採取した野草を試食している様子田植え体験の様子



心に響くおはなしを語る心に響くおはなしを語る

あやせ語りの仲間　あさみどりの会

　１９９８年に活動をスタートしたあやせ語りの仲
間　あさみどりの会は、昔話や詩など、おはなしを
語っているグループです。大久保昭子代表は「昔
話は先人の願いと知恵が込められていますし、詩に
は美しい言葉がたくさん使われています。それを子
どもたちに伝え、心に響くことを願い語っています」
とその目的を話します。
　２人で始めた同会の語り手は１３人に増えたそう
で、現在は市内の４つの小学校（早園、綾西、天台、
綾南）でおはなしを語るのが主な活動です。年間
で約２５０授業を担当、毎年３月の第１日曜日には
中村地区センターで大人を対象としたおはなし会も
開催しています。
　大久保代表の話では、語り手と聞き手の信頼関
係を築くことが重要で、そのためには日々の練習が
欠かせないそうです。一方で、「家庭で本を読んで
あげる時間をぜひつくってほしい。子どもは肉親の
声に安心感を持っています。もともと信頼関係があ
るので、集中力や思考力が働き、聞く力が育ちます」
と言っていました。

他者を知り、個性を認め合う場に他者を知り、個性を認め合う場に

Hana-note ～花の音

　花を媒体に心の成長を手助けするフラワーセラ
ピーの一種である「花育」、相手に合った方法で個
性や強みを引き出す「コーチング」、音楽を使って
潜在的な能力をバランスよく引き出す教育方法「リ
トミック」。これらのスキルを使って活動しているの
が、Hana-note ～花の音です。
　発足したのは２００９年。川口文子代表は「子ど
もたちが心豊かに育つのを手助けする活動がした
かった」と振り返ります。当時集まった有志が上記
いずれかの資格を持っていたため、現在の取り組み
になったそうです。同会では、１歳から幼稚園児を
対象としたリトミック教室と幼稚園児から小学生高
学年を対象とした花育教室を定期的に開催、コー
チングの手法で親の相談などにも対応しています。

　このほか、それぞれのスキルを組み合わせた教室
や大人向けのイベントも不定期に実施しています。
「いずれのスキルも他者の個性を認め、自分らしさ
を発見して自信を持ってもらうことが目的の１つで
す。楽しみながら生きる力を育てる。そんな教室を
これからも開催していきたい」と川口代表は語って
いました。

　今回取り上げた団体に共通しているのは、子ども
に対して真剣に接していることです。真剣に関わる
大人が周りに増えていけば、子どもたちもより成長
できるのではないかと思いました。各団体について
は下記までお問い合わせください（掲載順）。

※地球チャイルド
　　　　　　　045-341-9441（松本　俊雅）

※Hana note ～花の音
　　　　　　　090-5817-1621（川口　文子）

※あやせ語りの仲間　あさみどりの会
　　　　　　　0467-76-6410（大久保　昭子）

植栽されたアジサイ

草刈りをして
いる様子

吉岡につくられた「みはらし場」

　全長２０km になる目久尻川は、およそ６km が綾瀬

市を流れています。流域にはカワセミやホタルが生息

し、きれいな川には毎年鮎が遡上してきます。今回は、

その豊かな自然の保全と周辺整備をしている目久尻ク

リーン会の加藤武夫会長に話を聞きました。

　目久尻クリーン会が発足したのは２００２年。サイク

リングロードが整備されたことを機に、同ロード両側

の草刈りやゴミ拾い、草花植栽などを始め、主に吉岡

の用田橋近くに設けた憩いの場「みはらし場」の維持・

管理を行っています。同会の立ち上げ人である

加藤会長は、「安全できれいな状態を維持し、

利用する多くの人に喜んでもらいたかった」

と話します。２人で始めた取り組みは徐々に

賛同者が増え、現在も２５名が会員として活

動中です。

　みはらし場は名前の通り緑豊かな田園風景を一望で

き、季節の花が植栽されているので年間を通して景色

を楽しむことができます。テーブルとベンチに加え自

販機、トイレが設置されているため、散策やサイクリ

ングの休憩場として利用されています。みはらし場か

ら見える線路に防音壁がなかった頃は、見ると幸せを

呼ぶと言われる新幹線「ドクターイエロー」の撮影ス

ポットとして鉄道ファンにも親しまれていました。

　同会では毎月第３木曜日に草刈りやゴミ拾いを実

施、綾西小学校の子どもたちと流域周辺の遊休地に

花を植える活動も行っています。また、０６年に４市

１町の市民団体で組織された目久尻川ふるさとネット

ワークの一員として、川の清掃活動や水質調査に協力

しています。加藤会長は「川やその周辺の整備を通し

て共助の精神の大切さを実感しています。きれいな目

久尻川を見て、同じ気持ちを持つ市民が増えてくれれ

ばいいですね」と語っていました。

　目久尻クリーン会の活動については、0467-77-7660

（事務局　加藤）までお問い合わせください。

　2010 年に発行された「ふるさと目久尻川ガイド」は、座間、海老名、

綾瀬、藤沢の各市と寒川町の７つの市民団体で組織された、目久尻

川ふるさとネットワークが発行している冊子です。

　目久尻川の歴史や生息する動植物、流域の散策路などが紹介され

た環境保全を啓蒙する内容になっています。当センターで取り扱っ

ていますので、関心のある方は来所ください。

■■ ふるさと目久尻川ガイド ■■花育教室で
子どもが生けた花

リトミック教室
の様子

大人を対象としたおはなし会の様子

綾瀬の
いいとこ再発見
綾瀬の
いいとこ再発見
第８回　目久尻川の環境整備
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提案は誰でも傍聴できますので、関心のある方はご
参加ください。

開催日：９月２５日（日）
場　所：市役所３１５会議室
問い合わせ：0467-70-5640（綾瀬市市民協働課）

■「夏のチャレンジボランティア体験」開催中
去る７月１９日より、１７団体が受け入れている夏の
チャレンジボランティア体験を開催しています。９月
１１日までの１９事業を体験でき、すでに高校生を
中心に多くの方から応募がありました。一般の方の
参加も歓迎していますので、詳細については当セン
ターまたはホームページでご確認ください。知らな
かった綾瀬の一面を発見する機会にもなります。

■「市民活動交流カフェ」開催のご案内
８月に市民活動交流カフェを開催します。今回のテー
マは農産物です。旬菜みのりファームの比留川実代
表をお招きし、綾瀬産の野菜や果物について紹介し
てもらいます。詳細は以下のとおり。参加を希望さ
れる方は当センターまで連絡ください。
日　時：８月２４日（水）18:30 ～20:30
場　所：中央公民館２階小会議室
対　象：市民活動団体所属の方、市内在住・在勤・
　　　　在学の方
定　員：３０名（先着順）
参加費：２００円

■パソコン＆ポスタープリンター講習会
毎月最終土曜日、パソコンの基礎的な操作や当セン
ターにあるポスタープリンターの利用方法の講習会
を開催します。
日　時：８月２７日、９月2４日、１０月２９日
　　　　（いずれも1４:00 ～1６:00）
対　象：登録団体所属、もしくは公益活動をしている方
定　員：５名（要予約）
参加費：100円
場　所：市民活動センターあやせ

※パソコン講習、ポスタープリンター講習を同日開催
　します。両講習合わせて５名の定員となっており、
　両方への参加はできません。

市民活動センター市民活動センター
よりお知らせあやせよりお知らせあやせ

未来を担う子どもたちにできることを始めよう

― 子どもの成長を手助けする綾瀬の市民活動 ―
生活形態の変化などにより、子育て支援への関心が高まっています。

綾瀬でも多くの取り組みが進められていますが、
今回は子どもの成長に寄与する活動を紹介します。

　２００１年に発足した地球チャイルドは、海老名
市のカルチャーセンターで講座を持っていた松本俊
雅代表が当時の受講者とともに綾瀬市で立ち上げ
た団体です。市内に田んぼと畑を借り、自然と触
れ合う場を子どもたちに提供しています。「五感で
感じながら自然を楽しんでもらい、地球を大好きに
なってほしい」と松本代表は言います。
　地球チャイルドでは、田植えや稲刈り、サツマイ
モ掘りなどの農業体験に加え、野草の採取と試食、
豆腐やソーセージづくり、藍の生葉染体験を企画し
ています。また、化石採掘や相模川の水質調査な
ど、市外にも足を運んで活動しています。毎月企画
しているさまざまな体験には、市内だけでなく市外
や県外からの参加者も多いそうです。

地球を大好きになって地球を大好きになって

地球チャイルド

　松本代表によると、参加させた親やボランティア
体験に来た学生がスタッフとなって活動をサポート、
成長して手伝いに来る子どももいるとのことでした。
「ある本で『子どもたちは未来からのお客様』とい
う言葉を見つけ、なるほどと思いました。大人へと
成長していく中で、子どもたちに地球のすばらしさ
を伝えていきたい」と話していました。
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綾瀬を元気に

ブタッコリ～ 綾瀬で楽しく
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市民活動センターあやせ

TEL＆FAX ：
E メ ー ル ：
開 館 時 間 ：
休 館 日 ：
登録団体数 ：

０４６７-７０-１２３２
ayasenposc@gmail.com
9：00～ 22：00
火曜日、毎月第３水曜日、年末年始
１３５団体（２０１６年０８月現在）

〒252-1103 綾瀬市深谷 3838中央公民館内

※ホームページもあります。
　「市民活動センターあやせ」で検索してください。

稲刈り体験の様子

採取した野草を試食している様子田植え体験の様子


